
学校番号 T3011 

平成３１年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育（通） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 最新高等保健体育 改訂版（大修館） 

副教材等 適宜 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

運動やスポーツを座学で学習することを通じて学内外を問わず、生涯にわたり豊かな
スポーツライフが継続できるように技術・技能の向上に努めて欲しい。また、運動や
スポーツの「良さ」や「楽しさ」をより一層深めることができるよう基礎的な知識を
習得し実技授業に活かしながら取り組んでもらいたい。 

 

２ 学習の到達目標 

運動やスポーツの合理的、計画的な実践や生涯にわたる豊かなスポーツライフを送る上で必要とな

るスポーツに関する科学知識を中心に、スポーツの歴史、文化的特徴や現代スポーツの特徴を理解

できるようにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全に配慮し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をした

りするための計画を

考えることができる。 

記録や技能向上に挑

戦する。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方について理解し

ている。 

スポーツの歴史・文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

レポート 

ワークシート 

 

 

等 

受講態度の観察 

レポート 

ワークシート 

等 

技能観察 

等 

受講態度の観察 

レポート 

ワークシート 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
設
計 

生涯スポーツの見方・考え

方 

○ ○  ○ a:社会におけるスポーツの役 

割を知り、生涯スポーツにつ 

いて意欲的に学習しようと 

している 

b:ライフステージ別にスポー 

ツを整理することができ、説 

明することができる 

d:ライフステージに応じた重 

要性について理解している 

ワークシート 

 

 

定期テスト 

受講態度の

観察 

ニュースポーツ 

（アルティメット・ペタンク・キ

ンボール等） 

 

 

○ ○ ○  a: ニュースポーツの楽しさや 

喜びを味わうことができる 

ように勝敗を冷静にうけと 

め、マナーやルールを大切に 

しようとし、健康や安全を 

確保して自主的に取り組ん 

でいる 

b: 生涯にわたって実践するた 

めの自己の課題に応じた運 

動の取り組み方を工夫して 

いる 

c: 各種目の特性に応じてゲー 

ムを展開するための作戦に 

応じた技能や仲間との連携 

した動きを身につけている 

後
期 

運
動
ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
的
特
徴 

スポーツの始まりと変遷 ○   ○ a:日本から生まれたスポーツ

に感心を持ち自ら伝統につい

て調べることができるように

なる。 

 

ｄ：スポーツの歴史・文化的特

性、スポーツとの関わり方につ

いて理解している。 

ワークシート 

 

 

定期テスト 

受講態度の

観察 



  

オリンピックと国際理解 ○   ○ a:オリンピックの歴史につい

て学び、種目の移り変わりやル

ールの変更について意欲的に

学習しようとしている。 

d:オリンピックの位置づけに

ついて理解している。 

 

障がい者スポーツについて ○  ○  a：障がい者スポーツについて

知り積極的に参加している。 

ｃ：各種目の特性に応じてゲー 

ムを展開するための作戦に 

応じた技能や仲間との連携 

した動きを身につけている。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


